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注記

　1.地盤改良は鋼矢板建込み後、行うこと。

山下橋 P2橋脚仮締切工詳細図 S=1:100

P2橋脚仮締切工詳細図

縮尺

発注機関名

図面の種類

施工箇所名

工事名

亀山市

亀山市山下町地内

1:100 図面番号

9000

210210

L=8000
鋼矢板Ⅳw型

50.592

49.092

52.292

56.292

57.092

腹起し(下段）

H-400×400×13×21  L=10080 H-400×400×13×21  L=10080

A - A

断面図

B - B

断面図

C - C

平面図

1250 1250
支持層

1:
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01:1.0

56.490(計画河床高)

56.490(計画河床高)

現地盤

現地盤
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54.192

姿 図 S=1:30

※継手位置は千鳥配置すること。

　2.改良体は、一軸圧縮強度qu=250kN/m

　　　（改良体設計値γ=19kN/m

2

3 2
φ=0° c=125kN/m ）

(qu=2cより推定)以上確保すること。

地盤改良
（グラウト噴射型）

地盤改良
（グラウト噴射型）
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支持層

地盤改良
（グラウト噴射型）

地盤改良
（グラウト噴射型）
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H-300×300×10×15  L=8280
腹起し(下段）
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法

腹起し(上・中段)

H-400×400×13×21  L=9980
腹起し(下段）

腹起し(上・中段)

H-400×400×13×21  L=8180

腹起し(下段）

腹起し(上・中段)

H-400×400×13×21  L=9980

腹起し(上・中段)

H-400×400×13×21  L=8180

地盤改良配置図

鋼矢板継手詳細図 S=1:10

(1ヵ所当り)

D-D

鋼矢板Ⅳw型

D D

上矢板

下矢板

鋼矢板Ⅳw型

10
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1-PL 190×16×540

2-PL  100×16×310

鋼矢板Ⅳw型
内

外
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1-PL 190×16×540

2-PL 100×16×310
16

二重管工法

φ1400　先行掘削有　ｎ=24本

φ1400　先行掘削無　ｎ=32本

1本当り　改良厚 t=1500　削孔長 L=7.4m

SY295
18

Ⅳw型
18 4.50

3.508.00

8.00

鋼矢板継手部材料表
材 質 型 式 継手箇所数 L2下矢板(m)鋼矢板長 L(m) L1上矢板(m)

3.50

4.50

火打ち

H-300×300×10×15
L=1000,3000

H-300×300×10×15
腹起し(下段)

L=8280

火打ち

H-300×300×10×15
L=1000,3000

B
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A A
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2
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腹起し(上・中段)

L=8180
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大口径ボーリング＋砂置換
φ1500,L=7.4m  N=28本

長    さ
(mm)

1000

10080

8280

4500

※1　火打梁長は、火打受ピースを考慮(1m引く)した長さとする。

・副部材(A)   主部材×0.22

・副部材(B)   主部材×0.04

材 料 表(鋼材)

名 称

〃

腹起し

火打ち

鋼矢板SP

〃

H

〃

種 別

Ⅳw型

300×300×10×15

(mm)
断 面 寸 法

5060
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5980

23000

28980合 計=

小 計=

小 計=

kg

(主部材)

kg

kg

〃

kg

質   量
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1717236 106.0

100.012

2

2

単位質量
(kg/m)

本  数
(kg)

SY295

〃

〃

〃

〃

材   質 摘   要

〃 〃 〃 3500 1335636 〃

55968合 計= kg

鋼矢板　現場継手 = 36ヶ所

300×300×10×15

300×300×10×15

100.0

100.0

106.0

〃〃

〃〃 400×400×13×21

400×400×13×21 9980 79844 SS400 加工材200.0

8180 65444 〃 〃200.0

〃 〃

〃 〃 〃 8000 2544030 〃106.0

3000〃 300×300×10×15 3600100.012 〃 〃〃
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縮尺

発注機関名

施工箇所名

図面の種類

工事名

P2橋脚補強構造図

亀山市

亀山市山下町地内

1:100,1:10 図面番号

G1G2G3G4

P3橋脚P1橋脚

P3
橋
脚

P
1橋
脚

F M
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巻立て付け根部詳細図 s=1:10
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RC巻立て

排水勾配2%

巻立て天端詳細図 s=1:10

現地盤
現地盤

1.施工及び材料加工に際しては現場寸法再確認の上、実施すること。

  既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないようアンカー鉄筋の
2.アンカー鉄筋の削孔は、RCレーダー等による鉄筋探査を行い事前に

  削孔を行う。

注　記

3.使用材料は、鉄筋：SD345,コンクリートσck=24N/mm とする。
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山下橋 P2橋脚補強配筋詳細図(1)
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(t=250)
RC巻立て

※ 破線鉄筋は、既設柱の鉄筋を示す。
(既設設計図より復元)
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定着アンカー工詳細図

1.施工及び材料加工に際しては現場寸法再確認の上、実施すること。

  既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないようアンカー鉄筋の
2.アンカー鉄筋の削孔は、RCレーダー等による鉄筋探査を行い事前に

  削孔を行う。

注　記

3.使用材料は、鉄筋：SD345,コンクリートσck=24N/mm とする。2
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山下橋耐震補強工事

P2橋脚補強配筋詳細図(1)

縮尺

発注機関名

図面の種類

施工箇所名

工事名

亀山市山下町地内

亀山市

図面番号図 示

S=1:10

組立て用アンカー工詳細図

フレアー溶接詳細図

1基当り                    n=(38＋27)×2                 =130本

柱部1面当り(円弧部)        n=π×1.500×11.400/2= 26.861 = 27本

柱部1面当り(直線部)　　    n=11.400×3.300=37.620        = 38本

※ 組立て用アンカーの本数は、1本/m とする。
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円弧部鉄筋配置 S=1:30
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G

P2橋脚補強配筋詳細図(2)

縮尺

発注機関名

図面の種類

施工箇所名

工事名

亀山市

亀山市山下町地内

図 示 図面番号
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※ 破線鉄筋は、既設フーチング上面の鉄筋を示す。

定着鉄筋ピッチ

柱鉄筋用アンカー削孔

直線部 28ヵ所

直線部

275 275

(既設設計図より復元)

(定着鉄筋)
D51H2

(定着鉄筋)
D51H2

(定着鉄筋)
D51H1

(非定着鉄筋)
D51H4

(非定着鉄筋)
D51H3

(非定着鉄筋)
D51H4

(非定着鉄筋)
D51H3

種　別 径 長　さ 本　数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘　要

H 1 -1 D51 9000 14 15.9 143.10 2003

1 -2 3270 14 51.99 728

2 -1 10500 14 166.95 2337

2 -2 1770 14 28.14 394

3 -1 8000 8 127.20 1018

3 -2 3250 8 51.68 413

4 -1 9500 8 151.05 1208

4 -2 1750 8 27.83 223

5 D16 6280 150 1.56 9.80 1470

6 D13 540 130 0.995 0.54 70

9864 kg

D51 8324 kg

D16 1470 kg

D13 70 kg

合 計 9864 kg

SD345 (圧接箇所)

(14)

(14)

(8)

(8)

(44)

(44)

柱補強鉄筋表

(非定着鉄筋)
D51H4

(非定着鉄筋)
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(非定着鉄筋)
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(定着鉄筋)
D51H1

1.施工及び材料加工に際しては現場寸法再確認の上、実施すること。

  既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を切断しないようアンカー鉄筋の
2.アンカー鉄筋の削孔は、RCレーダー等による鉄筋探査を行い事前に

  削孔を行う。

注　記

3.使用材料は、鉄筋：SD345,コンクリートσck=24N/mm とする。2

山下橋 P2橋脚補強配筋詳細図(2) S=1:50

(フレア溶接)
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施工要領図（その１）
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